
公募型プロポーザル方式に係る特定審査委員会審査方法

１　審査の進め方

　　プロポーザルの審査は、企画提案書の内容説明と質疑応答により行います。

　　審査内容は、評価項目ごとに配点し、一人の持ち点を１００点とします。総合評価点が最高

　の者を最優秀提案者とします。総合評価点が同一の場合は、７名の委員の優劣の数によっ

　て決定します。全て同一の場合は、委員の協議により決定します。

２　審査方法

　ア　第１次審査

　　　書類選考とし、参加表明の資格を条件ごとに審査します。

　イ　第２次審査　

　　　第１次審査で選考した者に対して、ヒアリング（企画提案書の説明３０分、質疑応答１０分

　　　）を実施します。

　　　評価点が最も高い提案者を最優秀提案者として特定します。

３　評価項目と評価の観点

　　審査は、次の各項目について行います。

　ア　事業に対する理解度及び基本的な考え方

　イ　業務遂行に係る実績及び能力

　ウ　事業スキームの検討手法

　エ　各種業務の手順、方法及び内容

　オ　提案価格の経済性

【評価項目】

項　　目 評　価　の　観　点 配点

理解度等
本事業に対する理解があるか、また、本町が目指す目的と一致して
いるか。

２０

実績及び能力支援体制を含めた業務実績があるか、また、業務遂行能力があるか。 ２０

企画及び手法
事業スキームの検討、業務の履行及び管理、業務内容に対して企画
及び手法が十分なものであるか。

３０

実施及び内容
業務の履行及び管理、業務内容を適切に実施できるか、また、その
内容が適切であるか。

２０

経済性 提案価格が適切であるか。 １０
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【配点の基準】

１０点　：　特に優れている

　９点　：　やや優れている

　８点　：　優れている

　６点　：　普通

　５点　：　やや劣っている

　４点　：　劣っている

　２点　：　特に劣っている

※２０点の配点項目は上記点数の２倍とし、３０点の配点項目は３倍とする。


